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1． はじめに 
 コンクリート工事の迅速化，合理化は建設工事における工期短縮を大きく左右する要因であり，緊急性の

高い道路工事や補修・補強工事，あるいは急速施工・工期短縮など，時間的な制約のある施工条件下におい

て，速硬性や早強性を有するコンクリートが幅広く求められている。JISレディーミクストコンクリートに

混和することで，手軽に速硬コンクリートが製造できる速硬性混和材が開発されており1)，本研究では，速

硬性混和材を用いた速硬コンクリートを実機製造し，その基礎的耐久性を検討した。 
2．試験概要 

表－1 に示す 30-15-20N の生コンクリートを用いて速硬コンクリートを製造した。特殊カルシウムアルミ

ネートと特殊硫酸塩を主成分とする速硬性混和材を，結合材の 30%程度となるようセメントと置換して添加

した。硬化時間の調整はオキシカルボン酸系の凝結調整剤（Re）によって行われ，可使時間が 1時間以上確

保できる添加量（B×1.2％）を用いた。 

 検討した試験項目および概要を表－2に示す。 
3．試験結果 

 図－1 に材齢 182 日までの圧縮強度試験結果を示す。速硬性混和材の初期水和によって注水から 6 時間で

33.1N/mm2を達成し，その後のセメントの水和によって圧縮強度は増進し，材齢 182 日では 80N/mm2以上

の強度が得られている。速硬コンクリートの 28 日圧縮強度は 78.7N/mm2であり，主に速硬性混和材による

強度発現と考えられる 1 日圧縮強度 40N/mm2に，ベースコンクリートの 28 日圧縮強度 38N/mm2を足した

値同等になっており，速硬性混和材に関係なく，セメントの水和は進行していると推測される。 
図－2 に乾燥収縮試験結果を示す。材齢 270 日までの測定結果から乾燥収縮および質量変化率はベースコ

ンクリートに比べて両者とも非常に小さくなっている。 
 図－3に中性化促進試験結果を示す。促進材齢 25 週までの測定結果から中性化進行速度はベースコンクリ

ート同等といえる。促進試験開始時の圧縮強度レベルを考えると中性化進行速度は若干速い傾向であるが，
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試験項目 概要

乾燥収縮 JIS A 1129-2に準拠し、収縮および質量変化率測定

中性化促進試験 JIS A 1153に準拠し、促進25週まで測定

塩分浸透試験 JSCE-G572-2007に準拠し、浸漬26週でEPMA測定

凍結融解試験 JIS A 1148 A法に準拠し、水中凍結融解試験

速硬性混和材

W C S G Ad Re +W Fa

50.7 4.5 178 351 758 1006 3.51 6.02 10 150

ベースコンクリート（30-15-20N） RE水溶液

W/C
（％）

air
（％）

単位量（kg/m3） 添加量（kg）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1日 7日 28日 91日 182日

材齢（日）

圧
縮

強
度

（
N

/
m

m
2
）

現場封緘

20℃水中

表－2 試験概要 

表－1 速硬コンクリートの配合 

図－1 圧縮強度 
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これは速硬性混和材に

よるアルカリの消費が

影響していると考えら

れる。 
 材齢 26 週の塩分浸

透試験のEPMA測定

結果および深さごとの

塩化物イオン濃度を図

－4 に示す。速硬コン

クリートでは塩分はほ

とんど浸透しておらず，塩化物イオン

の見かけの拡散係数は，ベースコンク

リートで 1.03cm2/y，速硬コンクリー

トで 0.0453cm2/yであり，非常に高い

塩分浸透抵抗性が確認できた。この優

れる能力のメカニズムについては，固

定化能力も含めて今後更なる検討が必

要であると考えられる。 
 凍結融解試験結果を図－5 に示す。

製造工程上，エントラップトエアの恐

れから空気量を消しており，凍結融解抵抗性は懸念されるものであるが，圧縮強度で担保する材料設計にな

っており2)，本試験レベルでは凍結融解抵抗性はベースコンクリート以上であることが確認できた。今後の

課題としては，強度レベルによる性状の確認および空気連行のコントロール技術が必要であると考えられる。 
4．まとめ 

JIS 生コンクリートに速硬性混和材を混和し，速硬コンクリートを製造することは可能であり，速硬コン

クリートの基礎耐久性は，ベースコンクリート同等以上であることが確認できた。 
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図－2 収縮ひずみおよび質量変化率         図－3 中性化進行速度 
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図－4 塩分浸透抵抗性 
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